ハンドマイク街頭演説原稿例　二〇二六年度予算案
二〇二五年十二月二十七日　日本共産党埼玉県委員会・作成

　ご近所のみなさん、日本共産党です。この場所をお借りして、日本共産党の政策を訴えさせていただきます。しばらくの間ご協力をお願いいたします。
　高市早苗内閣が、二〇二六年度予算案を閣議決定しました。その内容は、物価高騰対策の有力な手立てであり、日本経済立て直しのカギともなる消費税減税や賃上げには背を向け、私たち国民の願いを無視する一方、他国を攻撃する武器や装備品を買い集める予算を大幅に膨らませるとともに、大企業ばかり支えるものだと言わざるを得ません。
　細かく見てみると、私たちの命と暮らしを守る社会保障の予算は二％の増額です。物価上昇は三％以上とされているので、これでは事実上のマイナスではないでしょうか。そのうえ、昨年大問題となり見直された、高額療養費の負担増が復活しています。「子育て支援」という名目で国民健康保険や職場の健康保険などに負担が追加されるなど、国民への給付は減らし、国民の負担は増やすものがたくさん盛り込まれています。
　石破政権が掲げてきた「二〇二九年までに最低賃金千五百円」の目標も、高市内閣はあっさり投げ捨ててしまいました。中小企業対策費や農林水産関係予算も、物価上昇率に追いつかない低い伸び率にとどまっています。教育予算はプラスになっている部分もありますが、大学学費の引き下げや学校の先生の忙しすぎる現状を改善するための予算はまったく足りていません。
　その一方、防衛費は当初予算として初めて９兆円を超え、これだけの防衛費を確保するための増税も組み込まれました。そこまでして増やした防衛費の内容は、私たちを守るというより、相手を攻撃するためのものばかりです。これは、戦争をしない、軍備は持たないと宣言した日本国憲法の精神に反するのではないでしょうか。
　みなさん、予算の使い道も大変問題ですが、あわせて問題なのが、国債、借金です。この間、金利が上がったことで、新年度予算でも過去の借金の利払い額が過去最大規模に膨れ上がりました。新たな借金については金額を抑えたと政府は言っていますが、実際には隠れ借金というべきものがたくさん計上されています。国のあまりにも巨大な借金は日本経済にいろいろな影響を及ぼし、いっそうの円安と物価高騰を招くおそれが大きくなっています。このような危険を避けるためにも、日本共産党は、防衛費の膨張や大企業へのバラマキを中止し、巨大企業や超大金持ちに、その経済力にみあった適切な税負担をしてもらう税制改革が必要だと主張しています。このことも含めて、暮らしと平和をまもるための予算案の抜本的な組み替えを、日本共産党は強く求めていきます。
　日本共産党の発行する「しんぶん赤旗」は、自民党の裏金問題を最初に取り上げました。週一回発行の「日曜版」の電子版が始まり、たいへんご好評をいただいています。この機会に「しんぶん赤旗」をぜひお読みいただきますようお願いいたしまして、この場所をお借りしての日本共産党の政策の訴えを終わります。ご協力ありがとうございました。（了）
